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講師（いずれも本研究所員）と共に過去 2 ヶ年（2009-2010）に行なったワークショップ形態を継 
承し、本部門のサポートを受けて、本研究所研究員が行なった学界及び一般社会に対する社会
的貢献の一環として位置づけられる。本年度のワークショップの内容は Incorporating CALL in 
the Classroom: an emphasis on websites beneficial to L2 learners (Cumming) と CALL 












(3) 日程：2011年 7月 6日，8日，20日，22日［前期］／11月 16日，30日［後期］ 
(4) 当該時間帯の管理・運営のため SAが常駐する。 




















(3) 教室環境で利用する閉鎖型CALLから、学生が on demandで自由に活用できる開放型 











































[スペイン語圏専攻／学科  専攻言語科目  担当者会議 ]
日時： 2012 年 2 月 13 日 (月 ) 10：00 - 12：00
場所： 長久手キャンパス E305
[全学共通科目スペイン語  担当者会議 ]




日時：2011年 12月 26日（月） 12:10～14:00
場所：E302（国際関係学科共同研究室）
参加教員：中道一世、加藤淳、石川美紀子、黒野敦子、米勢治子（以上非常勤講師）
桑村昭（国際交流室）、東弘子（国際関係学科） 
（出席できなかった講師は４名。欠席者にも資料は配付した。）
資料：会議のレジュメとともに、各教員の授業内容が分かるように、１回分授業の教材や学生の
作業シートなどをまとめたものを配布。 ※高等言語教育研究所研究室に保管。
ミーティング内容：資料で、授業の進め方などを簡単に確認し、内容やクラス編成なども含め、
事業運営上、気づいたこと、疑問に思うこと、改善の余地があることなど、意見交換。
学部留学生対象上級クラスと特別聴講学生対象クラスにおいて、それぞれに別の課題が
あることが確認された。
また、来年度のクラス編成の予定についても確認した。
１０月に着任した国際交流室長の桑村教員と日本語担当の非常勤講師の初顔あわせの
会となった。
